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研究成果の概要（和文）：本課題では、歌舞伎と明治維新期の戊辰戦争から太平洋戦争に至るまでの戦争との関
係について、戦争を直接描いた作品の分析と、戦争が歌舞伎の上演環境に与えた影響の分析を中心に、総合的に
考察した。そして、明治期以降の歌舞伎において、先行作品の手法を踏襲しつつ戦争表象が繰り返されていった
過程や、新聞等による報道との関係、絵画・戯作・近代小説といった隣接領域の芸術との共通点・相違点等を指
摘するとともに、明治期の主要な未翻刻の戦争劇の翻刻集を作成し、オンラインでの公開をおこなった。

研究成果の概要（英文）：This research project focused on the relationship between the kabuki and the
 wars that Modern Japan experienced. Both of the works which described the wars directly and the 
impact of the wars on the environment around the kabuki were investigated. And it was revealed that 
the process of reuse of the representations of wars in the modern kabuki, the similarity to the war 
representations in other genres of art. In addition to that, "The Collection of the War Plays of the
 Meiji Era" was made as a result of this project and this includes the transcription of four 
important war plays in the Meiji Era and the commentary.

研究分野： 演劇研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
歌舞伎と戦争との関係については、近年ではJames Brandon氏が日中戦争、アジア・太平洋戦争期の戦争劇・軍
事劇について詳細に論じている一方で、明治維新期以来の近代日本の戦争と歌舞伎との関係を通史的に論じる試
みは稀である。本研究ではそうした観点から明治以降の歌舞伎と戦争の関係について、作品内容と興行環境の両
面から論じることを試みた。その成果は、今後刊行予定のものも含め複数の論考に結実し、伝統演劇である歌舞
伎の見過ごされがちな一面を明らかにした。また未翻刻であった複数の明治期の戦争劇を翻刻することで、絵
画・小説等隣接領域における戦争表象の研究にも資することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 日本の伝統演劇として広く知られる歌舞伎が、近代において戦争とどのような関係を有して
いたかについては、明治期の戊辰戦争・西南戦争・日清戦争等を題材とした作品に関して、個々
の論考が存在する。また、昭和期の日中戦争、アジア・太平洋戦争時の戦争劇・軍事劇や、戦時
下の興行の様子については、歌舞伎の興行を担ってきた松竹株式会社の社史や、独立的に活動し
てきた劇団前進座の劇団史、同時代の雑誌・新聞等のメディアに掲載されたものおよび、のちに
なってインタビューや自伝等の形でまとめられた、多数の記録や当事者による証言があり、研究
としては近年、James Brandon, Kabuki’s Forgotten War: 1931-1945, University of Hawaii 
Press, Honolulu, 2009. が、当時の戦争劇・軍事劇の内容について詳細に論じている。しかしな
がら、戊辰戦争から 1945 年の敗戦に至る通史的な視点から、歌舞伎と戦争の関係を論じる研究
は、いまだに稀であった。 
 また、能楽研究においては、近年、戦時下の能楽の動向に関して、具体的・実証的な論考が多
数発表されており、研究が進展しているが、そうした隣接領域の動向にも目を配りつつ研究を行
うことを意識した。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、そうした背景から、近代における歌舞伎と戦争との関係を総合的に研究し、個々
の戦争劇・軍事劇等の性格や、戦時下における興行のあり方のみならず、近代において歌舞伎と
いう演劇がどのように変化していったのかを、戦争というフィルターを通して見ていくことを
目指した。 
 具体的には、個々の戦争劇・軍事劇の作品論と、興行と戦争との関係に関する環境論的研究を
融合させ、さらに明治から昭和に至る時期を通して見ていくことで、近代における歌舞伎と戦争
との関係の全体像を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 個々の作品研究では、明治期から昭和期に至る戦争劇・軍事劇について、写本・謄写版等によ
る上演台本・活字による単行本や雑誌掲載といった形で残る台本を基礎資料としつつ、当時の新
聞・雑誌、上演関係者および観客による証言や回想等、さまざまな資料を総合的に検討すること
によって、戦争劇・軍事劇の実際の上演の様子を具体的に想定していった。 
 同時に番付・筋書をはじめとする興行関係資料、役者等の談話などから、戦時下における興行
の様子や、上演に関わる当事者たちの心境、具体的な戦時体制への関わり方などについても明ら
かにしていった。 
 また、近代の日本が戦争に参加していくなかで獲得した旧植民地等の「外地」における歌舞伎
の興行についても、すでに研究の蓄積がある「外地」における能楽の公演・稽古等に関する調査・
研究の手法を参考にしつつ、その動向を調査した。 
 
４．研究成果 
 研究期間最終年度となる 2020年度に、明治期の戦争劇であり、重要な意味を持ちながら従来
翻刻されることのなかった、河竹黙阿弥『明治年間東日記』（正本写草双紙、上野戦争を題材と
する）、勝諺蔵『日本大勝利』（日清戦争を題材とする）、竹柴其水『会津産明治組重』（会津戦争
と日清戦争を描く）および新演劇の川上音二郎一座が演じた藤沢浅次郎作『壮絶快絶 日清戦争』
の４作品を翻刻した上で、詳細な解説を付した『明治期戦争劇集成』を作成し、研究機関および
研究者に頒布した。その作成過程では、歌舞伎と後続の演劇形式である新演劇との、戦争という
テーマの描き方の相違点や共通性等に関する新たな知見が得られ、戦争劇の中で必然的に描か
れる、敵国人等に対する差別的・侮蔑的な言辞等についても、近世期の表現からの連続性と断続
性等の観点から、具体的に考察を行うことができた。	
 この他、明治期の戦争劇においては、いまだに実在の人物に仮名を与えるなどの配慮がなされ
ていることを、上演台本の書入れ等から具体的に明らかにしており、大正後期から昭和期に、む
しろ実在の軍人等の事績を劇化する傾向が強くなることと比較して、日露戦争後、大正期頃に、
戦争劇の変質が生じたと考えるに至った。	
 なお、『明治期戦争劇集成』の内容については、演劇以外の分野の専門家を含む、複数の研究
者から内容に関して有用な助言、示唆等をいただいており、研究期間終了後にもさらなる研究の
発展や、共同研究への展開が期待される。	
 一方、興行環境への戦争の影響や、歌舞伎関係者の戦時体制への協力の実態についても、諸資
料を通じて具体的考察を行い、戦時中における上演台本・演出等の変遷などに関して、新たな知
見を得るに至っている。上演台本の変遷に関しては、今後、戦争との関係以外の要素によるもの
も含め、さらに総合的に調査・考察を進めていく予定である。	
 以上の成果を踏まえて、現在、明治期から昭和期に至る通史的な歌舞伎と戦争との関係に関す



 

 

る著作の執筆を進めている。2022年中の刊行を予定して、出版社との調整を行なっている。 
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